
「
高
程
度
」
を
表
す
漢
語
接
頭
辞
に
つ
い
て

曹

佳

楽

一

は
じ
め
に

近
年
、
私
的
な
場
面
で
も
、
公
的
な
場
面
で
も
「
超
〜
」
と
い
う
こ
と
ば
を

よ
く
耳
に
す
る
。
例
え
ば
、
超
ム
カ
つ
く
、
超
や
ば
い
、
超
国
家
的
な
、
超
新

星
な
ど
で
あ
る
。
場
面
か
ら
み
る
と
、
日
本
語
と
し
て
の
規
範
性
に
雲
泥
の
差

が
あ
る
も
の
の
、
同
じ
「
超
」
を
使
っ
て
い
る
の
は
何
故
な
の
か
を
調
査
し
て

み
た
い
。
ま
た
、「
爆
買
い
」
が
流
行
語
に
な
る
と
と
も
に
、「
爆
＋
買
い
」
の

「
爆
」
や
「
激
＋
安
」
の
「
激
」
が
文
法
単
位
と
し
て
、「
超
」
と
同
じ
く
合

成
語
の
前
項
と
な
る
、
程
度
を
強
調
す
る
意
味
の
あ
る
字
音
形
態
素
だ
と
い
う

説
も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
１
）。
し
か
し
、「
爆
」・「
激
」
と
「
超
」
と

で
は
、
俗
的
用
法
の
広
が
り
に
つ
い
て
大
き
な
差
が
あ
る
と
い
う
直
感
が
働
く
。

そ
こ
で
、「
超
・
爆
・
激
」
が
「
接
頭
辞
」
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
か
、
あ
る

い
は
他
の
理
解
が
成
り
立
つ
の
か
を
検
証
し
て
み
た
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
三
者

と
似
た
よ
う
な
言
葉
は
他
に
あ
る
の
か
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
あ
る
言
葉
を
「
接
頭
辞
」
と
し
て
み
な
す
に
は
、
ど
の
よ
う
な
基
準

が
あ
る
の
か
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
代
日
本
語
に
お
い
て
、
非
自
立

的
で
は
あ
る
も
の
の
接
頭
辞
が
漢
語
で
あ
る
場
合
、
実
質
的
な
意
味
を
担
い
な

が
ら
文
法
機
能
も
持
つ
よ
う
に
な
る
。
従
来
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
た
否
定
接
頭

辞
の
研
究
に
お
い
て
は
、「
結
合
専
用
語
基
」
か
「
接
辞
性
字
音
語
基
」
か
「
漢

語
接
頭
辞
」
か
「
否
定
前
置
字
音
形
態
素
」
な
ど
と
分
類
さ
れ
、
ど
う
い
う
概

念
を
表
す
か
に
よ
っ
て
研
究
対
象
と
結
論
が
違
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
漢
語

接
頭
辞
の
認
定
基
準
を
再
検
討
し
、
分
析
対
象
に
つ
い
て
制
限
条
件
を
以
下
の

よ
う
に
四
つ
ま
で
に
絞
り
、
結
合
し
た
語
を
「
前
置
字
音
語
基
・
漢
語
接
頭
辞

＋
主
体
語
基
」
と
い
う
構
造
か
ら
分
析
す
る
こ
と
に
す
る
。
筆
者
は
文
字
単
位

で
の
使
用
方
法
に
着
目
す
る
た
め
、
従
来
の
研
究
に
比
べ
て
よ
り
広
い
範
囲
で

接
頭
辞
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
。

１
、
漢
語
接
頭
辞
の
接
続
機
能
を
最
大
限
に
す
る
た
め
、
漢
語
接
頭
辞
は
語

構
成
上
、
最
上
位
の
要
素
で
あ
る
こ
と
。
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２
、
接
頭
辞
の
非
自
立
性
を
保
つ
た
め
、
結
合
し
た
語
で
は
、
主
体
語
基
は

単
独
で
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
。

「
超
・
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
」
の

ミ
ニ
ス
カ
ー
ト

「
ウ
ル
ト
ラ
・
バ
イ
オ
レ
ッ
ト
」
の

バ
イ
オ
レ
ッ
ト

３
、
漢
語
接
頭
辞
と
主
体
語
基
は
意
味
構
成
か
ら
見
る
と
、
並
列
関
係
や
主

述
関
係
で
は
な
く
、
修
飾
関
係
で
あ
る
こ
と
。

「
爆
裂
」（
並
列
関
係
）

×

「
爆
鳴
」（
主
述
関
係
）

×

「
爆
笑
」
↓
「
爆
・
笑
」（
連
用
修
飾
）

○

４
、
接
頭
辞
の
造
語
力
を
考
慮
す
る
上
で
、
結
合
し
た
語
で
は
、
主
体
語
基

の
機
能
を
変
化
さ
せ
ず
に
接
頭
辞
は
他
の
漢
語
形
態
素
に
置
き
換
え
ら
れ
る

こ
と
。

「
超
・
国
家
主
義
」
↓
「
ウ
ル
ト
ラ
・
国
家
主
義
」

「
急
・
増
」
↓
「
激
・
増
」

次
に
、「
超
」
の
意
味
を
基
準
と
し
て
類
似
す
る
語
を
探
っ
て
い
く
。『
日
本

国
語
大
辞
典
（
第
二
版
）』
に
お
い
て
は
、「
超
」
は
「
程
度
が
そ
れ
以
上
、
普

通
以
上
で
あ
る
さ
ま
」
と
解
釈
さ
れ
る
。
そ
れ
を
受
け
て
『
日
本
国
語
大
辞
典

（
電
子
版
）』（
２
）
で
全
文
検
索
し
た
結
果
、「
超
」
あ
る
い
は
「
程
度
が
普

通
以
上
」と
解
釈
さ
れ
た
語
に
は
、
他
に「
ス
ー
パ
ー
」・「
ウ
ル
ト
ラ
」が
あ
っ

た
。
そ
こ
で
、
こ
の
二
語
に
つ
い
て
も
対
照
を
試
み
る
。

ま
た
、
前
に
言
及
し
た
よ
う
に
、「
爆
・
激
・
超
」
を
類
語
と
み
な
す
説
が

あ
る
。
し
か
し
、
三
者
が
文
法
単
位
と
し
て
同
質
で
あ
り
意
味
も
近
い
の
に
も

拘
ら
ず
、
辞
書
記
述
に
よ
る
と
、「
超
」
だ
け
に
俗
な
使
い
方
が
生
じ
て
い
る
。

そ
の
理
由
に
つ
い
て
も
分
析
し
た
い
。

二

研
究
対
象

二
―
一
「
超
＋
Ｘ
」

『
日
本
国
語
大
辞
典
（
第
二
版
）』
に
よ
る
と
、「
超
」
は
以
下
の
よ
う
に
解

釈
さ
れ
て
い
る
。

【
一
】〔
接
頭
〕

名
詞
に
付
い
て
、
程
度
が
そ
れ
以
上
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
を
さ
ら
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に
逸
脱
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
す
。「
超
満
員
」「
超
高
速
」
な
ど
。

【
二
】〔
副
〕

俗
に
、
程
度
が
普
通
以
上
で
あ
る
さ
ま
を
強
調
し
て
い
う
。「
超
う
れ
し

い
」

ま
た
、
新
語
を
積
極
的
に
採
用
す
る
こ
と
で
定
評
の
あ
る
『
三
省
堂
国
語
辞

典
（
第
七
版
）』
に
よ
る
と
、「
超
」
は
以
下
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

【
一
】（
造
語
）

①
〔
超
―
〕

Ａ

超
越
（
チ
ョ
ウ
エ
ツ
す
る
）
「
―
党
派
・
―
世
間
的
な
態
度
」

Ｂ

基
準
・
限
度
を
こ
え
た
。「
―
高
速
・
―
満
員
」

Ｃ

ひ
じ
ょ
う
な
。「
―
急
カ
ー
ブ
・
―
人
気
作
家
」

【
二
】（
副
詞
）

〔
俗
〕
ひ
じ
ょ
う
に
。
と
び
き
り
。
チ
ョ
ー
。〔
１
９
８
０
年
代
に
広
ま
っ

た
言
い
方
〕

「
―
う
ま
い
・
―
か
っ
こ
い
い
・
―
釣
れ
た
・
―
む
か
つ
く
」

辞
書
の
解
説
に
よ
る
と
、「
超
＋
名
詞
」
の
「
超
」
は
接
頭
辞
で
あ
る
が
、

俗
語
的
な
表
現
で
あ
る
「
超
」
は
副
詞
と
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
具
体
的
に
「
超
」
の
下
に
ど
の
よ
う
な
語
が
来
る
の
か
を
確
認
し
、

辞
書
の
分
類
の
妥
当
性
を
探
る
た
め
、
日
本
語
話
し
言
葉
コ
ー
パ
ス（
Ｃ
Ｊ
Ｓ
）

（
３
）
で
調
査
を
行
っ
た
。
延
べ
語
数
は
２
０
７
件
あ
り
、
表
１
に
異
な
る
語

を
抽
出
し
分
類
し
た
。（
品
詞
分
類
に
つ
い
て
は
Ｃ
Ｊ
Ｓ
に
よ
る
。）

二
―
二
「
爆
＋
Ｘ
」

『
日
本
国
語
大
辞
典
（
第
二
版
）』
に
よ
る
と
、「
爆
」
は
字
音
語
基
と
し
て
以

下
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

⑴
は
ぜ
さ
け
る
。
は
じ
け
る
。
破
裂
す
る
。／
爆
裂
／
爆
笑
、
爆
破
、
爆

発
、
爆
鳴
／
自
爆
／
起
爆
、
誘
爆
／
爆
音
、
爆
弾
、
爆
竹
、
爆
薬
、
爆
雷

／⑵
「
爆
弾
」「
爆
弾
攻
撃
」
の
略
。
／
爆
撃
、
爆
砕
、
爆
死
、
爆
沈
／
原

爆
、
水
爆
、
空
爆
、
盲
爆
、
猛
爆
／
爆
心
、
爆
風
／

同
じ
く
『
三
省
堂
国
語
辞
典
（
第
七
版
）』
に
よ
る
と
、「
爆
」
は
以
下
の
よ

う
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

〔
俗
〕

【
一
】（
造
語
）〔
爆
―
〕
激
し
く
。
た
い
へ
ん
。

「
―
売
れ
・
―
食
い
・
―
上
げ
（
株
価
や
人
気
の
急
上
昇
）・
―
安
」

【
二
】（
名
）
爆
笑

〔
く
だ
け
た
文
章
の
文
末
に
、（
爆
）
の
よ
う
に
書
く
〕
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表１

CJS による用例（２０７件）

＋名詞・形容動詞

小型

豪華

退屈

ハード（コース）

スロー

巨大（戦艦）

プライベート

有名（店）

強力

バブリー

その他、「超～的な」の形の例も少なくない。
例：超指数的な、超国家的な、超教科的な、超機能的な、超自然的な

超

超

超

超

超

超

超

超

超

超

超

＋形容詞

辛い

面白い

安い

かわいい

ださい

超

超

超

超

超

超

＋動詞

むかつく

知らない

働いた

超

超

超

超

＋名詞

高速

高層

特太ゴシック

特急

新星

大物

時制

音波

母数

ミニスカート

貧乏

一流

党派

幾何（分布）

現実主義

大手

分節（素性）

高齢化社会

東洋人

合金

重音節

感動

伝導（磁気センサー）

感度（磁気センサー）

氷河期

指向性

スパルタ

スピード

犬好き

超

超

超

超

超

超

超

超

超

超

超

超

超

超

超

超

超

超

超

超

超

超

超

超

超

超

超

超

超

超
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両
辞
書
を
調
べ
た
結
果
、「
爆
」
は
字
音
語
基
／
造
語
成
分
と
し
て
使
わ
れ
、

接
頭
辞
と
し
て
は
ま
だ
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
意
味

上
ペ
ア
に
な
っ
て
い
る
「
爆
笑
・
爆
泣
、
爆
買
い
・
爆
売
れ
」
の
四
例
を
抽
出

し
て
両
辞
書
を
調
査
し
た
が
、
こ
の
中
で
は
「
爆
笑
」
だ
け
が
辞
書
に
収
録
さ

れ
て
い
た
。
な
お
、
新
聞
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
で
使
用
実
態
を
調
べ
て
み
る
と

（
４
）、「
爆
イ
ケ
・
爆
カ
ワ
・
爆
モ
テ
・
爆
ノ
リ
・
爆
盛
り
・
爆
踊
り
・
爆
処

理
」
な
ど
の
例
が
見
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、「
爆
」
は
俗
に
「
物
事
が
い
き
な
り

爆
弾
の
よ
う
に
発
生
し
、
勢
い
が
強
い
さ
ま
」
と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

二
―
三
「
激
＋
Ｘ
」

『
日
本
国
語
大
辞
典
（
第
二
版
）』
に
よ
る
と
、「
激
」
は
字
音
語
基
と
し
て

以
下
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

勢
い
が
つ
よ
い
。
は
げ
し
い
。
は
げ
ま
す
。「
劇
」
に
同
じ
。
／
激
激
／

奮
激
、
激
甚
、
激
烈
、
激
励
／
激
越
、
激
減
、
激
昻
、
激
震
、
激
賞
、
激

戦
、
激
増
、
激
痛
、
激
突
、
激
怒
、
激
闘
、
激
動
、
激
発
、
激
憤
、
激
変
、

激
論
／
過
激
、
感
激
、
憤
激
、
急
激
、
衝
激
／
激
化
／
激
情
、
激
務
、
激

語
、
激
湍
、
激
流
、
激
浪
／

ま
た
、『
三
省
堂
国
語
辞
典
（
第
七
版
）』
に
よ
る
と
、「
激
」
は
以
下
の
よ

う
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

（
造
語
）〔
俗
〕
は
な
は
だ
。
た
い
へ
ん
。

「
―
安
・
―
痩
・
―
混
み
・
―
吸
収
タ
オ
ル
」

「
爆
」
と
同
様
、「
激
」
も
造
語
成
分
と
し
て
用
い
ら
れ
、
接
頭
辞
と
し
て

は
ま
だ
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
一
方
で
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
で
使
用
実

態
を
調
査
す
る
と
、「
激
ア
ツ
・
激
カ
ワ
・
激
ウ
マ
・
激
レ
ア
・
激
イ
タ
・
激

ム
ズ
・
激
甘
・
激
お
こ
」
な
ど
の
語
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
雑
誌
や
新
聞

記
事
に
見
ら
れ
る
「
爆
・
激
」
に
つ
い
て
、「
超
」
と
同
じ
「
接
頭
辞
」
で
あ

る
と
す
る
説
は
、
辞
書
の
収
録
状
況
か
ら
考
え
れ
ば
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。二

―
四
「
ス
ー
パ
ー
＋
Ｘ
」

『
日
本
国
語
大
辞
典
（
第
二
版
）』・『
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
』・『
情
報
知
識

im
idas

２
０
１
８
』
に
よ
る
と
、「
ス
ー
パ
ー
」
は
数
多
く
の
外
来
語
の
略
語

と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、「
極
度
の
、
超
、
上
の
」
な
ど
の
意
味
を
表
し
、

『
日
本
国
語
大
辞
典
（
第
二
版
）』
で
は
語
素
、『
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
』
で
は
形

容
動
詞
、『
情
報
知
識im

idas

２
０
１
８
』
で
は
接
頭
語
と
見
な
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、「
ス
ー
パ
ー
＋
Ｘ
」
に
つ
い
て
も
日
本
語
話
し
言
葉
コ
ー
パ
ス
（
Ｃ

Ｊ
Ｓ
）
で
調
べ
て
み
た
。
延
べ
語
数
は
２
６
５
件
あ
り
、
表
２
に
異
な
る
語
を

抽
出
し
分
類
し
た
。
ま
た
、
各
語
の
英
文
字
表
記
もGoogle

検
索
に
よ
り
調

べ
て
み
た
。
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表２

CSJ による用例（２６５件）
英文字
super dry
super sub
super polite
super giants
super discount
superlab program
super brain
super riser
super pod day
supergroup
supercomputer
super idol
super ball
superhops beer water
super famicon
supervector

Ｘ
ドライ
サブ
ポライト
ジャイアンツ
ディスカウント
ラボプロ
ブレーン
ライザー
ポッドデー
グループ
コンピューター
アイドル
ボール
ホップスビアウォーター
ファミコン
ベクトル

スーパー
スーパー
スーパー
スーパー
スーパー
スーパー
スーパー
スーパー
スーパー
スーパー
スーパー
スーパー
スーパー
スーパー
スーパー
スーパー
スーパー

アサヒ

ソフト

表３ super（pref.）

superimpose，supersede.

supercharge，supercool，
supersaturate

superscript，superstructure，
supertax

superalloy，superconductivity，
superman，superstar.

supercomputer，superhighway，
superpower，supertanker

superfamily，supergalaxy

superficial，superlunary

superhuman，superplastic

supercritical，superfine，
supersensitive

…の上に置く［置かれる］

（物理的プロセスで）極度にまたは
普通ではない方法で出す

上に置かれた［更に加えられた］も
の

通例の規範［基準］を超える
（人，もの，性質）

同種の他のものより大きい［強力な，
広い応用範囲］を持つ（人，もの）

特定の種類の少数派を成す項目を包
含する範疇

…の上にある

ある部類の規範［限度］を超える

特定の性質を非常に［過度に］持つ

動詞について

名詞について

形容詞について

― 179 ―



さ
ら
に
、「super

」
は
接
頭
辞
と
し
て
英
語
で
は
ど
の
よ
う
な
意
味
用
法

を
持
っ
て
い
る
の
か
を
調
べ
、
表
３
で
示
す
。

二
―
五
「
ウ
ル
ト
ラ
＋
Ｘ
」

『
日
本
国
語
大
辞
典
（
第
二
版
）』
に
よ
る
と
、「
ウ
ル
ト
ラ
」
は
語
素
と
し

て
以
下
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

（｛
英
｝・｛
ド
イ
ツ
｝ultra
）

名
詞
の
上
に
付
い
て
、
過
度
の
、
極
度
の
、
超
、
な
ど
の
意
を
表
す
。
昭

和
初
期
に
は
急
進
的
の
意
で
、
よ
く
使
わ
れ
た
。「
―
エ
ゴ
イ
ス
ト
」「
―

国
家
主
義
」

日
本
語
話
し
言
葉
コ
ー
パ
ス
（
Ｃ
Ｊ
Ｓ
）
で
調
査
す
る
と
、
延
べ
語
数
は
３９

件
あ
り
、
同
様
に
、
表
４
に
異
な
る
語
を
抽
出
・
分
類
し
て
示
し
た
ほ
か
、
各

語
に
つ
い
てGoogle

検
索
で
の
英
文
字
表
記
も
調
べ
た
。

ま
た
、「ultra

」は
接
頭
辞
と
し
て
英
語
で
は
ど
の
よ
う
な
意
味
用
法
を
持
っ

て
い
る
の
か
を
調
べ
、
表
５
で
示
す
。

三

使
用
状
況

前
節
の
調
査
と
表
の
用
例
か
ら
見
る
と
、
一
文
字
の
造
語
成
分
と
し
て
、

「
超
・
爆
・
激
」
の
造
語
力
に
は
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
の

表４

英文字
ultra large scale integration
ultraman
ultraviolet
ultraseven
ultrasparc

X
ラージスケールインテグレーション
マン
バイオレット
セブン
スパーク

ウルトラ
ウルトラ
ウルトラ
ウルトラ
ウルトラ
ウルトラ

表５ ultra（pref.）

ultramontane，ultraviolet
ultraleft，ultramodern
ultramicroscope，ultrasound，
ultrastructure

ultralight

…を越えた位置にある，…の限界にある
過度に，極端に
通例の基準を超える物体・特性・現象や
そうしたものを生み出す［取り扱う］た
めに作られた器具を表す
極度に，非常に…

名詞について

形容詞について
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差
は
い
つ
か
ら
生
じ
た
の
か
を
調
べ
る
た
め
、
以
下
の
①
〜
③
の
三
つ
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
使
用
し
、
近
代
語
彙
の
初
出
例
を
探
っ
て
み
た
い
。
な
お
、
傾
向

の
差
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、「
爆
」
の
付
く
四
語
、「
激
＋
動
詞
系
」
の
語
を

三
語
、「
超
」
の
付
く
一
語
、
す
な
わ
ち
「
爆
笑
・
爆
泣
・
爆
売
れ
・
爆
買
い
・

激
減
・
激
増
・
激
変
・
超
自
然
・
超
ム
カ
つ
く
・
超
辛
い
・
超
豪
華
・
超
国
家

的
な
」
を
そ
れ
ぞ
れ
抽
出
し
て
調
べ
た
。

①
『
日
本
国
語
大
辞
典
（
電
子
版
）』

爆
笑

漫
談
集
〔
１
９
２
９
〕
見
習
諸
勇
列
伝
の
巻
〈
徳
川
夢
声
〉

彼
れ
忽
ち
無
我
の
境
に
這
入
っ
て
、
呶
鳴
り
、
絶
叫
し
、
哄
笑
し
、
爆
笑

（
バ
ク
セ
ウ
）
し
の
盛
況
を
呈
し
て

激
減

経
済
実
相
報
告
書
〔
１
９
４
７
〕

漁
獲
高
が
多
獲
魚
の
い
わ
し
な
ど
の
激
減
に
よ
り
約
六
割
に

激
増

明
治
叛
臣
伝
〔
１
９
０
９
〕〈
田
岡
嶺
雲
〉
総
敍
・
三

汽
車
の
延
長
、
巨
船
の
激
増
〈
略
〉
等
よ
り
生
ず
る
交
通
通
信
の
便
宜

激
変

福
翁
自
伝
〔
１
８
９
９
〕〈
福
沢
諭
吉
〉
一
身
一
家
経
済
の
由
来

伯
夷
叔
斉
の
や
う
な
高
潔
の
士
人
に
変
化
し
た
と
は
、
何
と
激
変
（
ゲ
キ

ヘ
ン
）
で
は
あ
る
ま
い
か

超
自
然

マ
ン
フ
レ
ッ
ド
及
び
フ
オ
ー
ス
ト
〔
１
８
９
０
〜
９
１
頃
〕〈
北
村
透
谷
〉

近
代
の
鬼
神
を
駆
馳
し
、
新
創
の
幽
境
に
特
異
の
迷
玄
的
超
自
然
（
テ
ウ

シ
ゼ
ン
）
の
理
想
を
着
て
出
で
た
り

『
日
本
国
語
大
辞
典
（
電
子
版
）』
の
収
録
状
況
か
ら
見
る
と
、「
爆
・
激
」

は
一
文
字
の
造
語
成
分
で
あ
る
が
、
１９
世
紀
初
期
に
は
す
で
に
他
の
語
と
組
み

合
わ
せ
て
使
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
文
字
単
位
で
は
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
れ
に
対
し
て
、「
超
」
は
、「
超
自
然
・
超
合
金
・
超
音
波
」
な
ど
の
よ
う
に
、

一
語
と
し
て
収
録
さ
れ
る
例
も
あ
る
し
、「
超
大
物
・
超
一
流
」
な
ど
の
よ
う

に
、
同
じ
「
超
＋
名
詞
」
で
あ
る
が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
例
も
あ
る
。
つ
ま
り
、

名
詞
に
つ
く
「
超
」
は
、
公
的
な
学
術
用
語
で
使
う
場
合
に
は
「
接
頭
辞
」
で

あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
学
術
用
語
で
は
な
い
言
葉
で
も
接
頭
辞
の
機
能

を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
要
す
る
に
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
お
い

て
、「
超
」
を
公
的
な
使
用
場
面
か
私
的
な
使
用
場
面
か
に
よ
っ
て
分
類
す
る

の
は
不
適
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
む
し
ろ
、「
超
」
は
「
接
頭
辞
」
で
あ

り
、
下
に
来
る
語
に
よ
っ
て
は
、
名
詞
性
も
副
詞
性
も
持
つ
も
の
で
あ
る
と
言

え
る
。②

国
立
国
語
研
究
所

日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
（
Ｃ
Ｈ
Ｊ
）（
５
）
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激
減

太
陽
（
１
９
１
７
）
第
三
十
八
議
會
解
散
？
末

歐
洲
貨
物
の
輸
出
激
減
に
伴
ひ

激
増

国
民
之
友
（
１
８
８
８
）
日
本
人
が
最
も
不
注
意
な
る
政
事
上
の
要
訣

若
し
其
の
弊
風
を
矯
正
す
る
を
勉
め
ず
し
て
轉
た
之
を
激
増
し
獨
り
立
憲

制
度
を
施
行
す
る
を
務
む
る
者
あ
ら
ば

③
雑
誌
記
事
索
引
集
成
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

ざ
っ
さ
く
プ
ラ
ス
（
明
治
か
ら

現
在
ま
で
）（
６
）

爆
笑

『
苦
楽
』
５
―
１０
（
探
偵
傑
作
号
）（
１
９
２
６
年
１０
月
１
日
）

爆
笑
三
題

爆
売
れ

週
刊
ポ
ス
ト
／
小
学
館
﹇
編
﹈
２
０
１
５
年
８
月
７
日

「
爆
売
れ
大
復
活
」
ペ
ヤ
ン
グ
は
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
と
ど
こ
が
違
っ
た
の
か

爆
買
い

週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
２
０
１
４
年
２
月
１７
日

「
日
中
価
格
差
」
を
求
め
て
情
報
戦
〝
爆
買
い
〞
中
国
人
を
狙
う
べ
し

激
減

『
東
京
経
済
雑
誌
』
６２

明
治
３７
年
７
月
１６
日

日
銀
貸
出
激
減

激
増

『
実
業
の
日
本
』
５
（
１８
）
ｐ
３４
〜
３６
（
１
９
０
２
年
）

我
國
勸
業
費
の
激
增

激
変

『
地
学
雑
誌
』
３
（
２
）（
１
８
９
１
年
）

温
度
の
激
変

超
自
然

六
合
雑
誌
（
１
３
４
）
明
治
２５
年
２
月
１５
日

〈
論
説
〉
天
然
超
自
然
説

超
国
家
的
な

情
報
処
理
学
会
研
究
報
告
デ
ジ
タ
ル
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
２
０
０
２
年
９
月
２０

日そ
の
た
め
に
は
超
国
家
的
な
権
力
の
枠
組
み
の
議
論
が
必
要
と
さ
れ

雑
誌
の
用
例
か
ら
見
る
と
、
筆
者
が
想
定
し
た
「
物
事
が
爆
弾
の
よ
う
に
い

き
な
り
起
こ
り
、
勢
い
が
つ
よ
い
さ
ま
」
と
い
う
意
味
で
「
爆
」
が
語
を
構
成

す
る
の
は
確
実
に
近
年
の
こ
と
で
、
特
定
の
社
会
現
象
と
と
も
に
生
ま
れ
、
一

気
に
流
行
っ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
現
時
点
で
は
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど

私
的
の
場
面
以
外
で
は
、
例
え
ば
新
聞
記
事
で
は
管
見
の
限
り
「
爆
買
い
・
爆

売
れ
」
の
二
語
し
か
見
ら
れ
な
い
が
、
も
し
か
し
た
ら
、
将
来
「
爆
消
え
・
爆

流
行
り
・
爆
流
れ
」
な
ど
の
語
も
生
ず
る
か
も
し
れ
な
い
。

― 182 ―



ま
た
、「
爆
」
に
対
し
て
、「
激
」
の
方
が
よ
り
安
定
的
で
あ
る
こ
と
も
分
か

る
。
日
常
的
に
は
、「
程
度
が
普
通
以
上
で
あ
る
さ
ま
」
と
し
て
「
激
安
・
激

辛
」
の
両
語
が
見
ら
れ
る
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
で
は
「
激
カ
ワ
・
激
お
こ
」
と

い
っ
た
若
者
こ
と
ば
と
し
て
の
使
い
方
が
数
種
見
ら
れ
る
も
の
の
、
公
的
な
場

面
に
お
い
て
新
語
を
生
み
出
す
傾
向
は
見
出
せ
な
い
。

四

分
析
お
よ
び
ま
と
め

以
上
の
調
査
か
ら
、
次
の
こ
と
が
分
か
っ
た
。

ま
ず
、
意
味
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
と
見
ら
れ
る「
超
・
ス
ー
パ
ー
・
ウ
ル
ト
ラ
」

の
三
者
は
、
用
例
数
の
差
が
大
き
く
、
言
葉
の
経
済
性
か
ら
考
え
て
み
る
と
、

「
超
」
の
造
語
力
が
は
る
か
に
強
く
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
広
が
る
可
能
性
が
見

え
る
。
ち
な
み
に
、「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
」「
ウ
ル
ト
ラ
セ
ブ
ン
」
は
日
本
産
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
り
、
英
語
語
源
か
ら
見
る
と
「ultram

an
」
は
理
解
し

難
い
単
語
で
あ
り
、
完
全
な
和
製
外
来
語
で
あ
る
。

次
に
、「
ス
ー
パ
ー
・
ウ
ル
ト
ラ
」
は
外
来
語
と
し
て
日
本
語
に
入
っ
た
が
、

文
法
的
な
役
割
は
捨
象
し
、
意
味
だ
け
を
輸
入
し
た
。
接
頭
語
と
し
て
、
主
体

語
基
と
の
間
に
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
か
な
い
か
に
つ
い
て
は
、
英
語
で
は
組
み
合

わ
せ
の
規
制
が
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
語
で
は
「
ス
ー
パ
ー
・
ウ
ル
ト
ラ
」
の

付
く
語
が
合
成
語
な
の
か
複
合
語
な
の
か
語
形
で
は
判
断
が
つ
か
な
い
（
７
）。

そ
し
て
、
文
法
単
位
と
し
て
、「
超
・
爆
・
激
」
の
三
者
は
同
じ
で
は
な
い

こ
と
が
改
め
て
指
摘
で
き
る
。
文
字
単
位
で
考
え
る
と
三
者
と
も
副
詞
性
が
強

い
点
で
は
共
通
し
て
い
る
も
の
の
、
造
語
力
の
差
は
余
り
に
も
大
き
い
。
特
に
、

「
激
」
は
ま
だ
字
音
語
素
の
ま
ま
で
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど

に
お
け
る
若
者
こ
と
ば
で
は
使
用
例
が
多
く
見
ら
れ
る
も
の
の
、
下
に
来
る
語

は
名
詞
で
あ
れ
形
容
詞
で
あ
れ
動
詞
で
あ
れ
二
音
節
に
省
略
し
、
く
だ
け
た
形

で
使
わ
れ
る
傾
向
が
見
え
る
。
例
え
ば
、「
激
＋
痛
い
」
↓
「
激
イ
タ
」、「
激

＋
む
ず
か
し
い
」
↓
「
激
ム
ズ
」、「
激
＋
怒
る
」
↓
「
激
お
こ
」、「
激
＋
に
ぼ

し
」
↓
「
激
ニ
ボ
」
な
ど
で
あ
る
。
音
節
数
が
「
激
」
の
使
用
に
影
響
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
自
由
な
接
頭
辞
と
は
み
な
し
難
い
と
言
え
よ
う
。

そ
れ
に
対
し
て
、
従
来
使
用
場
面
で
分
け
ら
れ
て
い
た
、
副
詞
の
「
超
」
も

接
頭
辞
の
「
超
」
も
、
同
じ
「
接
頭
辞
」
と
し
て
認
定
す
べ
き
で
あ
る
。
筆
者

が
以
前
、「
約
」
の
品
詞
性
に
つ
い
て
考
察
し
た
際
（
８
）、
手
元
の
辞
書
で
は

す
べ
て
「
約
」
が
副
詞
と
認
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
実
際
の
使
用
例
の
調

査
で
は
、「
約
」
は
単
独
で
副
詞
と
し
て
使
わ
れ
る
例
は
一
例
も
な
く
、
む
し

ろ
動
詞
性
が
強
い
「
接
頭
辞
」
だ
と
い
う
結
論
に
な
っ
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
も
、

「
超
」
や
「
約
」
の
よ
う
な
字
音
語
基
は
文
法
単
位
と
し
て
の
再
認
定
が
必
要

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

「
爆
」
は
辞
書
認
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
日
々
の
新
聞
報
道
を
み
れ
ば
、「
爆

あ
が
り
・
爆
売
れ
・
爆
買
い
」
な
ど
の
よ
う
に
公
的
な
場
面
で
も
使
わ
れ
て
い

る
語
は
確
か
に
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
爆
」
の
使
用
場
面
が
社

会
現
象
と
と
も
に
広
が
る
可
能
性
は
高
く
、「
物
事
が
い
き
な
り
爆
弾
の
よ
う

に
発
生
し
、
勢
い
が
強
い
さ
ま
」
と
い
う
意
味
で
の
新
語
が
生
ま
れ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
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注
（
１
）
山
下
喜
代
（
２
０
１
７
）『
字
音
形
態
素
の
中
に
は
、
合
成
語
「
高
景

気
・
極
彩
色
・
最
高
潮
・
絶
好
調
・
大
発
見
・
超
高
速
・
猛
勉
強
」
の
前

項
「
高
・
極
・
最
・
絶
・
大
・
超
・
猛
」
な
ど
、
程
度
が
高
い
こ
と
や
甚

だ
し
い
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
が
あ
る
。
近
年
多
用
さ
れ
る
「
激
安
・
爆

買
い
」
の
「
激
・
爆
」
な
ど
も
そ
の
例
と
考
え
ら
れ
る
。』

（
２
）
日
本
国
語
大
辞
典
デ
ー
タ
ベ
ー
スhttp://japanknow

ledge.com

（
３
）
国
立
国
語
研
究
所
（
２
０
１
８
）『
日
本
語
話
し
言
葉
コ
ー
パ
ス
』
バ
ー

ジ
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ン2018.1
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/
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語
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０
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８
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日
本
語
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史
コ
ー
パ
ス
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バ
ー

ジ
ョ
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/
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７
）
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漢
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来
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入
す
る
際
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の
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う
な
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ず
る
の
か
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ど
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よ
う
に
和
風
に
な
る
の
か
、
筆

者
は
興
味
を
持
っ
て
い
る
。
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８
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曹
佳
楽
（
２
０
１
６
）『「
概
算
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を
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す
漢
語
接
頭
辞
』

『
立
教
大

学
大
学
院
日
本
文
学
論
叢
』
第
１６
号
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